
1   ２０１2 年（平成２4 年）6 月吉日  第２０号                旅 ラ ン ド 通 信              【２０１2 年 6 月号】 旅ランド （偶数月発行） 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

旅
行
に
関
す
る
熱
い
思
い
！
・
感
動
！
・
ハ
プ
ニ
ン

グ
！
・
笑
い
！
な
ど
を
川
柳
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

ど
し

ど
し
御
応
募
下
さ
い
！ 

短
歌
も
大
歓
迎
で
す
！ 

  

◆
東
京
へ 

卒
業
旅
行 

 
 

 
 

ま
だ
さ
む
い 

 

◆
妹
が 

 

パ
ン
ダ
で
は
し
ゃ
ぐ 

柵
の
前 

 

 

◆
雨
の
中 

マ
ネ
キ
ン
フ
ァ
イ
ブ 

投
票
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

そ
ー
た
ん) 
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今月の紙面 

２
５
年
ぶ
り
の
天
体
シ
ョ
ー
！
！ 

 
 

 
 

 
 

一
面
右
上 

日
本
初 

観
光
コ
ー
ヒ
ー
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
面
左
上 

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
！
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
面
左
中 

バ
ラ
の
季
節
到
来
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
面
右
上 

添
乗
員
日
記
「
経
験
は
最
良
の
教
師
で
あ
る
」 

 

二
面
右
下 

ラ
ブ 

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
★ 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
面
左
上 

 
 

『
日
食
』
と
は
、
太
陽
の
手
前
を

月
が
横
切
る
た
め
に
、
太
陽
の
一
部

ま
た
は
全
部
が
月
に
よ
っ
て
隠
さ
れ

る
現
象
で
す
。
日
食
は
３
種
類
あ

り
、
「部
分
日
食
」、
２
０
０
９
年
に

日
本
で
見
ら
れ
た
「
皆
既
日
食
」
、

そ
し
て
「
金
環
日
食
」
で
す
。
日
食

は
「
部
分
日
食
」
を
含
め
る
と
、

地
球
全
体
で
は
１
年
に
数
回
の
日

食
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎

回
「
皆
既
日
食
」
や
「
金
環
日
食
」

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
大
変
狭
い
範
囲

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め 

 

大
温
室
の
コ
ー
ヒ
ー
園
、
加
工
場
、
お

芝
居
小
屋
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設

し
た
南
国
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
観
光
コ
ー

ヒ
ー
園
、『
長
崎
ス
コ
ー
コ
ー
ヒ
ー
パ
ー
ク
』

を
ご
存
知
で
す
か
。 

こ
こ
に
は
、
約
３
０
０
坪
の
大
温
室
で

２
０
０
本
以
上
の
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
育

て
て
い
ま
す
。
そ
の
他
パ
パ
イ
ヤ
、
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
な

ど
の
植
物
が
あ
り
、
１
年
中
南
国
気
分
を

味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、

カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
「ス
コ
ー
ズ
」
が
あ

り
、
青
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
「バ
ナ
い
も
カ
レ

ー
」
、
コ
ー
ヒ
ー
で
炊
き
上
げ
た
ご
飯
を

使
っ
た
「
コ
ー
ヒ
ー
ピ
ラ
フ
」
、
「
コ
ー
ヒ
ー

お
む
す
び
」
な
ど
、
長
崎
ス
コ
ー
コ
ー
ヒ

ー
パ
ー
ク
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料

理
が
あ
る
ら
し
い
で
す
よ
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
試
し
を
ー
★ 

 
 

     

小
さ
い
月
が
綺
麗
に
重
な
り
、
太
陽
が
リ
ン

グ
状
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
の
見
え
る

面
積
は
小
さ
く
て
非
常
に
明
る
い
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
暗
く
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
ん
な
金
環
日
食
が
観
測
で
き
る
地
域

は
、
九
州
地
方
南
部
、
四
国
地
方
南
部
、
近

畿
地
方
南
部
、
中
部
地
方
の
南
部
、
関
東
地

方
な
ど
、
「
中
心
食
帯
」
と
呼
ば
れ
る
帯
状
の

広
範
囲
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、
日
本
全

国
で
部
分
日
食 

を
見
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

２
０
１
２
年 

５
月
２
１
日
朝
、 

日
本
の
人
口
の 

７
割
が
こ
の
金 

環
日
食
を
観
測 

す
る
絶
好
の
機 

会
が
訪
れ
ま
す
。 

日
本
で
は
２
５ 

年
ぶ
り
と
い
う
貴
重
な
天
体
シ
ョ
ー
。
晴
れ

る
と
い
い
で
す
ね
！
！ 

ま
た
、
次
回
の
金
環
日
食
は
１
８
年
後
の

２
０
３
０
年
６
月
１
日
、
観
測
で
き
る
地
域

は
北
海
道
で
す
。 

※
日
食
は
、
肉
眼
で
直
接
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
安
全
に
見
る
た
め
に
は
、
日
食

グ
ラ
ス
（
日
食
メ
ガ
ネ
）
な
ど
、
減
光
フ
ィ

ル
タ
ー
を
使
っ
て
見
る
か
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
や

望
遠
鏡
に
よ
り
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
、

見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

 

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
か
ら

１
年
が
経
ち
、
鹿
児
島
が
身
近

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
鹿
児

島
県
、
霧
島
か
ら
こ
の
夏
、
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
「
霧
島
も
ぜ
冷

麺
」
の
登
場
で
す
！ 

 

も
ぜ
冷
麺
と
は
、
紫
芋
を
練
り

込
ん
で
作
っ
た
紫
芋
麺
に
、
鶏
肉

や
、
野
菜
を
の
せ
て
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
風
の
特
製
ダ
レ
で
あ
っ

さ
り
と
仕
上
げ
た
夏
限
定
の
サ

ラ
ダ
風
冷
麺
タ
レ
は
、
ゴ
マ
、
中

華
、
和
風
と
店
舗
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。 

 

ち
な
み
に
こ
の
冷
麺
は
、
霧

島
市
内
の
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
で

食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
。

綺
麗
に
な
り
た
い
女
性
に
お
す
す

め
！
！ 

もぜとは？？ 

もぜとは、「かわいい」

という意味の鹿児島

弁。地域によって「む

ぜ」「もじょい」とも言う

んですよ。 

【営
業
時
間
】 

１
０
時
～
１
８
時 

入
園
無
料
・
年
中
無
休 

湯
布
院(

大
分
県)

に
あ
る
、
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
が
有
名
な
お
店｢

Ｂ-

ｓ
ｐ

ｅ
ａ
ｋ(

ビ
ー
・
ス
ピ
ー
ク)｣

を
紹
介
し

ま
す
。 

 

お
店
は
金
鱗
湖
か
ら
Ｊ
Ｒ
由
布

院
駅
に
延
び
る
、
通
称｢

湯
の
坪
街

道｣

沿
い
に
あ
り
、
こ
の
通
り
に
は
、

し
ゃ
れ
た
雑
貨
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン

が
並
び
、
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
。

｢

湯
布
院
の
お
土
産
は
コ
コ
！｣

と
い

う
人
も
多
く
、
お
客
さ
ん
か
ら
圧
倒

的
な
支
持
を
得
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。 

 

材
料
は
小
麦
粉
・
砂
糖
・
卵
・生
ク

リ
ー
ム
の
み
で
焼
き
上
げ
た
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
で
、
ス
ポ
ン
ジ
は
フ
ワ
フ
ワ

で
柔
ら
か
く
て
パ
サ
つ
き
は
な
く
、

し
っ
と
り
と
し
た
絶
妙
な
食
感
で

す
。
プ
レ
ー
ン
と
チ
ョ
コ
の
二
種
類

の
味
が
選
べ
ま
す
。 

“一
口
ご
と
に
広
が
る
幸
せ
”
を
ご

賞
味
あ
れ
。 

 

２
０
１
２
年
５
月
２
１
日
は
、
日
本
の
太
平
洋
側
の

広
い
地
域
で
非
常
に
珍
し
い
日
食
、
『
金
環
日
食
』
が
見

ら
れ
ま
す
。
前
回
は
、
２
５
年
前
の
１
９
８
７
年
９
月

２
３
日
に
沖
縄
で
観
測
さ
れ
、
今
回
見
ら
れ
る
地
域
は

離
島
で
は
な
く
、
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
、
太
平

洋
側
を
中
心
と
し
た
広
い
エ
リ
ア
の
大
都
市
で
観
測
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
福
岡
で
は
金
環
日
食
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
部
分
日
食
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

日
食
に
つ
い
て
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。 

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
約
１
年
、
宮
城
・
山
形
の
南

東
北
を
２
月
末
に
３
日
間
の
日
程
で
視

察
に
行
き
ま
し
た
。 

一
部
で
す
が
被
災
地
、
石
巻
市
の
海
岸

地
区
で
は
が
れ
き
が
山
積
み
さ
れ
た
ま

ま
で
、
復
興
の
進
ま
な
い
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
私
は
深
い
悲
し
み
を
覚
え
る

と
と
も
に
早
期
の
復
興
を
祈
り
ま
し
た
。 

１
日
目
の
宿
泊
先
、
松
島
温
泉
一
の
坊

は
施
設
・
料
理
・
温
泉
と
も
に
素
晴
ら
し

く
、
瑞
巌
寺
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
流
暢
な
案

内
や
五
大
堂
の
見
学
も
で
き
、
日
本
三
景

の
松
島
巡
り
遊
覧
船
も
平
常
通
り
運
航

さ
れ
て
い
て
、
震
災
の
影
響
は
ま
っ
た
く

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
日
目
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
の
中
尊
寺
金
色
堂
で
は
、
雪
に

埋
も
れ
た
参
道
を
靴
に
縄
を
巻
い
て
の

拝
観
で
す
。
午
後
は
奥
の
細
道
で
芭
蕉
が

詠
ん
だ
有
名
な
山
寺
立
石
寺
、
千
十
五
の

石
段
は
凍
結
の
た
め
入
山
禁
止
で
し
た

が
、
山
水
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
景
色
に

感
動
し
ま
し
た
。 

２
日
目
の
宿
は
山
形
市
上
ノ
山
温
泉

で
旅
館
百
選
全
国
２
位
の
「
日
本
の
宿
古

窯
」
で
す
、
米
沢
牛
の
す
き
焼
き
料
理
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

最
終
日
は
蔵
王
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で

登
山
し
地
蔵
山
頂
駅
で
は
樹
氷
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
冬
な
ら
で
は
の
景

観
で
し
た
。
但
し
山
頂
は
、
マ
イ
ナ
ス
１

４
度
前
後
の
寒
さ
で
手
足
の
先
端
は
感

覚
を
失
う
く
ら
い
で
し
た
。 

早
々
に
麓
に
戻
り
山
形
の
名
酒
で
体

を
温
め
ま
し
た
、
美
味
か
っ
た
で
す
！
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
の
東
北
は
初
め
て
で
し
た
、

ま
た
来
よ
う
と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早

い
復
興
を
願
っ
て
！ 

篠
原 
寄 

め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
珍
し
い
現
象
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
は
、
皆
既
日
食
、
金
環
日
食
は
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

皆
既
日
食
と
金
環
日
食
は
、
太
陽
と
月
の
中
心
が
ほ
ぼ

重
ね
る
点
で
は
同
じ
で
す
。
皆
既
日
食
は
、
太
陽
が
全
て

隠
れ
る
た
め
、
空
が
夜
の
よ
う
に
暗
く
な
り
、
肉
眼
で
も

太
陽
の
外
気
層
で
あ
る
「
コ
ロ
ナ
」
が
輝
い
て
見
え
ま
す
。

一
方
金
環
日
食
は
、
太
陽
と
見
か
け
が
そ
れ
よ
り
少
し 
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５

月
下

旬

か
ら

色
々
な
バ
ラ
が
次
々

と
咲
き
続
け
る
の
で

す
。  

 

高
原
の
気
候
風
土

の
中
で
美
し
い
花
を

咲
か
せ
、
バ
ラ
の
優

し
い
香
り
で
お
迎
え

し
て
く
れ
ま
す
。 
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ま
ず
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、
熊
本
県

菊
池
市
に
あ
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
菊
池
高

原
」
で
す
！ 

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
菊
池
高
原
は
、
菊
池
渓

谷
の
近
く
に
あ
り
、
標
高
６
５
０
メ
ー

ト
ル
の
菊
池
高
原
に
広
が
る
花
の
楽
園

で
す
。
九
州
最
大
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る

木
と
花
の
楽
園
で
、
テ
ー
マ
は
『
人
と
自

然
と
の
共
生
』
で
す
。
春
は
芝
桜
・
バ
ラ
・

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
夏
は
ヒ
マ
ワ
リ
、
秋
は
コ

ス
モ
ス
な
ど
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
花
々

が
咲
き
誇
り
ま
す
。 は

☆
女
性
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
男
性
同
士
で
参
拝
に
訪

れ
て
い
る
方
々
も
い
ま
し

た
よ
。 

【
住
所
】
福
岡
県
筑
後
市 

三
田
６
２
の
１ 

さ
ら
に
、
ツ
ノ
子
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
後
、
長
年

付
き
合
っ
て
い
た
彼
と
結
婚
が
決
ま
っ
た
方
や
、
プ
ロ

ポ
ー
ズ
を
受
け
た
方
、
懐
妊
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
方
な
ど
、
女
性
に
次
々
と
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
い
る

そ
う
で
す
よ
♪ 

 

 

 

阿
蘇
郡
西
原
村
に
あ
る
阿
蘇
ミ
ル
ク
牧
場
に
は
、
な
ん
と
額

に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
あ
る
牛
の
親
子
が
い
る
の
で
す
☆ 

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
持
ち
主
の
お
母
さ
ん
牛
「
ツ
ノ
ち
ゃ
ん
」
が
昨

年
１
０
月
に
子
牛
を
産
み
ま
し
た
。
す
る
と
子
牛
の
「ツ
ノ
子
ち

ゃ
ん
」の
額
に
も
同
じ
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
！ 

 

 

恋
木
（
こ
い
の
き
）
神
社
は
水
田
天
満
宮
の
末
社
と
し
て
建
立
当

初
よ
り
鎮
座
し
、
御
祭
神
は
「恋
命
」
を
祀
り
、
全
国
で
も
珍
し
く

恋
木
神
社
は
一
社
の
み
で
す
。
こ
ち
ら
の
神
社
に
は
、
恋
参
道
と
い

う
可
愛
い
ハ
ー
ト
型
の
「恋
の
道
」が
あ
り
ま
す
。
恋
愛
も
一
歩
一
歩
、

歩
ん
で
行
く
よ
う
に
、
参
拝
者
が
願
い
を
込
め
て
歩
む
道
・
・
・

私
も
心
を
込
め
て
お
友
達
と
歩
い
て
来
ま
し
た
！
ご
利
益
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
ヒ
ミ
ツ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て 

 私
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
恋
愛
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
訪
れ
て
み
た
い
場
所

を
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

 
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

新
し
い
年
が
始
ま
り
、
少
し
落
ち
着

い
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
♪

で
も
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
き
た
な
・・・
と
感

じ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
ね
。 

今
回
は
季
節
の
花
「
バ
ラ
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
ま
し
た
！
大
変
綺
麗
に
観
賞

で
き
る
場
所
を
２
ヶ
所
ご
紹
介
致
し
ま

す
！ ぜ

ひ
、
日
ご
ろ
学
校
や
仕
事
で
感
じ

る
疲
れ
を
癒
し
に
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
☆ 

 

お
次
は
広
島

県
福
山
市
で
５

月
１
９
日
（土
）・ 

２
０
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

『
第
４
５
回
福
山
ば
ら
祭
』

で
す
！
５
５
万
本
の
バ
ラ

が
咲
き
誇
る
５
月
の
福
山

市
最
大
イ
ベ
ン
ト
！ 

福
山
市
は
、
１
９
４
５

年
８
月
８
日
の
大
空
襲
で

市
街
地
の
約
８
割
が
消
失

し
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
戦
後
、
再
建
復
興
が 

進

め

ら

れ

る

中

で

南

公

園
（
現
在

の
バ
ラ
公

園
）
付
近

の
住
民
と 

福
山
市
が
協
力
し
、
１
９
５

６
年
に
こ
の
公
園
に
約
１
，

０
０
０
本
の
バ
ラ
苗
を
植

え
、
見
事
な
バ
ラ
の
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
！
今
で
は
毎

年
８
０
万
人
を
超
え
る
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

【
森
林
浴
は
い
か
が
？
】 

前
述
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル

菊
池
高
原
に
は
、
近
隣
に
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
が
ご
ざ
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
そ
ち
ら
も

併
せ
て
ご
紹
介
致
し
ま
し

ょ
う
♪ 

『菊
池
渓
谷
』 

菊
池
川
の
源
流
と
な
る
菊

池
渓
谷
は
「
九
州
の
軽
井
沢
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
う
っ

そ
う
と
し
た
天
然
性
広
葉

樹
で
覆
わ
れ
、
そ
の
間
を
ぬ
っ

て
流
れ
る
淡
水
は
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
瀬
と
渕
と
滝
を
作

り
、
そ
の
変
化
に
富
む
渓
流

と
、
美
し
い
森
林
と
が
お
り

な
す
姿
は
絶
景
で
す
よ
！ 

そ
の
他
、
ば
ら
祭
で
は
、
ロ

ー
ズ
パ
レ
ー
ド
、
ロ
ー
ズ
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
準
備
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。 

地
元
の
み
な
さ
ん
や
観
光

客
の
前
で
結
婚
式
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
☆ 

と
て
も
素
敵
な
思
い
出
に

な
り
ま
す
ね
♪ 

 

上の言葉は日本を代表する歌手、DREAMS COME TRUE が 

１９９０年にリリースしたアルバム「WONDER 3」に収録されて

いる『時間旅行』という歌詞の一部です。皆さん凄いと思いません

か？ボーカルの吉田美和さんは、今年の３月に結婚を発表したので

す！もしかすると、２２年前に予言をしていたのでしょうか・・・？ 

 旅の掲示板 「旅遊人倶楽部」 

 

『
新
入
社
員
の
渡
敏
郎
で
す
。』 

 

旅
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に
笑
顔
と
好
奇
心
を

提
供
し
た
く
て
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
未
経
験
の
分
野
で
す
が
謙
虚
な

姿
勢
で
学
び
、
お
客
様
と
旅
の
醍
醐
味
を
分

か
ち
合
え
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
５
月
生
ま
れ 

趣
味
：
車
、
時
刻
表
の
旅 

 
 

 
 

座
右
の
銘
：
人
生
万
事
塞
翁
が
馬 

 

私
の
初
中
国
、
そ
の
日
は
４
０
名
ほ
ど
の
お

客
様
と
３
泊
４
日
で
青
島
へ
！
緊
張
の
中
空
港

で
手
続
き
を
し
て
い
る
と
、
手
際
よ
い
４
０
代

男
性
添
乗
員
の
姿
。「
流
石
だ
な
ぁ
」
と
感
心
し

つ
つ
保
安
検
査
の
列
に
並
ぶ
と
、
予
定
便
が
黄

砂
に
よ
り
遅
延
す
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
。「
約

３
時
間
遅
れ
…
」
意
識
が
遠
く
な
る
中
、
私
よ

り
渡
航
経
験
の
多
い
お
客
様
が
「
中
国
は
い
つ

も
遅
れ
る
な
。
飯
で
も
食
お
う
か
」
と
、
何
と

も
慣
れ
た
一
言
に
救
わ
れ
空
港
で
宴
会
ス
タ
ー

ト
で
す
。
そ
の
後
、
無
事
に
現
地
へ
着
く
と
空

港
内
の
誘
導
板
の
少
な
さ
に
驚
愕
！
人
の
流
れ

に
身
を
任
せ
つ
つ
誘
導
板
を
探
し
て
い
る
と
、

後
方
か
ら
あ
の
添
乗
員
率
い
る
団
体
が
！
こ
れ

幸
い
と
青
島
空
港
内
を
案
内
し
て
い
る
と
「
な

に
か
が
お
か
し
い
…
」
目
印
は
、
乗
り
継
ぎ
西

安
へ
。
お
客
様
へ
の
誤
案
内
を
回
避
し
つ
つ
、

現
地
ガ
イ
ド
と
合
流
を
果
た
し
、
や
っ
と
安
堵

し
青
島
旅
行
開
始
で
す
。
し
か
し
現
地
ガ
イ
ド

と
別
れ
た
後
の
お
客
様
の
頼
り
は
、
未
熟
者
の

私
だ
け
。「
部
屋
の
ド
ア
が
開
か
な
い
。
２
次
会

す
る
か
ら
氷
が
ほ
し
い
。
ハ
サ
ミ
を
借
り
て
き

て
。
部
屋
の
金
庫
の
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
。
」
な

ど
…
日
本
語
オ
ン
リ
ー
の
私
は
、
言
葉
の
壁
を

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
ス
マ
イ
ル
で
乗
り
切
り
、
な

ん
と
か
帰
国
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
空
港
で
現

地
ガ
イ
ド
と
別
れ
る
と
、
空
港
関
係
の
人
の
気

配
が
な
い
。
免
税
店
も
レ
ス
ト
ラ
ン
も
休
み

…
？
電
光
掲
示
板
に
出
発
便
の
表
示
も
な
い
。

と
い
う
か
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
…
「
添
乗
員

さ
ん
本
当
に
こ
こ
で
い
い
と
？
」
と
の
声
も
聞 

こ
え
る
中
、
迷
彩
服
の
警
備
員
が
閉

め
た
ド
ア
の
勢
い
で
ガ
ラ
ス
窓
が

割
れ
、
正
直
パ
ニ
ッ
ク
！
帰
り
も
１

時
間
ほ
ど
遅
れ
る
も
、
係
員
が
登
場

し
何
と
か
帰
国
の
途
へ
…
翌
日
手

配
元
に
確
認
す
る
と
、
青
島
空
港
ス

ト
の
為
、
休
業
状
態
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
節
は
、
お
客
様
へ
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
お
客

様
に
は
、
今
も
可
愛
が
っ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
色
々
勉
強
さ
せ
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

黒
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一
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